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　民生委員の委嘱を受けて30年以上が経ち、いろいろな活動をしてきまし

たが、永年の活動が認められたのか、平成29年春の叙勲にて「瑞宝単光章」�

拝受の栄に浴しまして、多くの方よりお祝いの言葉をいただき厚くお礼申し上げます。

　平成29年11月9日には、県内の民生委員・児童委員をはじめ多くの方々が参加し、岡山県・岡

山市民生委員児童委員制度創設100周年記念大会が開催され、先人の労苦をねぎらうとともに、今

後の活動への英気を養うこととなりました。私自身

にとっては、この100周年という節目の年に立ち会

えたことは誇りであり、同じ年に叙勲を受章したこ

とは何かの縁だと感じております。

　今後とも、市内の福祉向上には民生委員・児童委

員が欠かせない存在であるという自覚をもって、活

動を行ってまいりたいと思います。

� 妹尾地区民児協　小銭　純宏

100周年記念大会　会場の様子

済世

叙勲受章の勲章と賞状
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十
一
月
九
日
、
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
て
、
県
内
全
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
約
二
千
人
が
一
堂
に
会
し
て
、

岡
山
県
・
岡
山
市 

民
生
委
員
制
度
創
設

百
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
桐
泰
岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
副
会
長
に
よ
る
開
会
宣
言
に
続
き
、

国
歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
西
﨑
京

子
岡
山
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副

会
長
と
上
平
智
一
岡
山
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
副
会
長
に
よ
る
民
生
委
員
信

条
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
髙
山
科
子
岡
山
県
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
が
式
辞
と
し
て
、

創
設
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
先

人
の
努
力
と
苦
労
を
称
え
る
と
と
も
に
、

笠
井
信
一
氏
の
「
一
村
そ
の
人
を
得
る
な
ら

ば
村
は
安
し
」
と
い
う
言
葉
や
民
生
委
員

信
条
を
も
と
に
、
今
後
よ
り
一
層
活
動
を

充
実
さ
せ
た
い
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
主
催
者
あ
い
さ
つ
及
び
来
賓
祝
辞

で
は
、
伊
原
木
隆
太
岡
山
県
知
事
、
繁
定

昭
男
岡
山
市
副
市
長
、
藤
目
真
皓
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
副
会
長
、
伊
藤

文
夫
岡
山
県
議
会
議
長
、
宮
武
博
岡
山
市

議
会
議
長
が
、
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周

年
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
福
祉

に
お
け
る
日
々
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
へ
の
感
謝
や
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
大
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
県

内
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方
々
が
、
各

種
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

●
岡
山
県
知
事
感
謝
状�

［
在
職
三
十
年
以
上
］

�

（
全
十
六
名
中
岡
山
市
受
賞
者
六
名
）

　

甲
浦
地
区　
　

荒
城　

賢
真

　

岡
南
地
区　
　

川
西　

一
夫

　

妹
尾
地
区　
　

小
銭　

純
宏

　

岡
南
地
区　
　

佐
藤　

早
苗

　

三
勲
地
区　
　

田
中
冨
美
子

　

幡
多
地
区　
　

長
汐　

良
熊

●
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
特
別
表
彰�

［
在
職
二
十
四
年
以
上
］

　

岡
南
地
区　
　

川
西　

一
夫

　

幡
多
地
区　
　

長
汐　

良
熊

　

岡
南
地
区　
　

佐
藤　

早
苗

　

三
勲
地
区　
　

田
中
冨
美
子

　

妹
尾
地
区　
　

小
銭　

純
宏

　

甲
浦
地
区　
　

荒
城　

賢
真

表
彰
受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
省
略
）

岡
山
県
・
岡
山
市

民
生
委
員
制
度
創
設

百
周
年
記
念
大
会

岡山市民児協会長表彰 岡山市民児協会長特別表彰 岡山県知事感謝状
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弘
西
地
区　
　

西
川　

久
雄

　

弘
西
地
区　
　

岸
本　

俊
男

　

弘
西
地
区　
　

牧　

榮
三
朗

　

鹿
田
地
区　
　

上
平　

智
一

　

可
知
地
区　
　

岸
本
ま
す
み

　

妹
尾
地
区　
　

吉
永　

珠
生

　

芥
子
山
地
区　

丸
尾　

嘉
博

　

大
元
地
区　
　

上
田
井
保
夫

　

岡
南
地
区　
　

吉
田　
　

守

　

旭
竜
地
区　
　

平
岡　

準
志

●
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰�

（
永
年
勤
続
地
区
会
長
・
副
会
長
）

［
地
区
副
会
長
期
間
も
含
め
地
区
会
長

�

経
験
年
数
合
せ
て
九
年
以
上
］

　

平
井
地
区　
　

那
須　

和
夫

（
永
年
勤
続
）［
在
職
十
五
年
以
上
］

　

清
輝
地
区　
　

竹
井　

浩
子

　

高
松
地
区　
　

秋
山　

博
敬

　

旭
竜
地
区　
　

杉
森
美
代
子

　

旭
竜
地
区　
　

藤
原　

秀
樹

　

御
野
地
区　
　

須
々
木
保
惠

　

高
島
地
区　
　

山
中　

國
之

　

続
い
て
、
髙
山
学
岡
山
市
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
副
会
長
が
大
会
宣
言
を
読

み
、
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
受
け
、
住

民
の
生
活
を
案
じ
た
時
の
笠
井
信
一
岡
山

県
知
事
が
、
民
生
委
員
制
度
の
源
と
な
っ

た
済
世
顧
問
制
度
を
今
よ
り
百
年
前
に
創

設
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
初
の
済
世
顧

問
と
な
っ
た
藤
井
静
一
氏
を
は
じ
め
、
各

地
の
済
世
顧
問
、
済
世
委
員
の
尽
力
に
よ

り
、
我
が
国
の
地
域
福
祉
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
当
初
は
救
貧
を
主
な
目
的
と
し
た

民
生
委
員
制
度
も
現
在
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
と
い
う
国
の
大
き
な
制
度
改
革
の

中
で
そ
の
役
割
も
多
様
化
し
、
重
点
化
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

先
般
、
七
月
九
日
に
は
、
東
京
で
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
志
を
同

じ
く
す
る
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
盛
大
に
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年
を

祝
え
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
く
、
ま

た
、
大
変
心
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
あ
ら

た
め
て
そ
の
使
命
を
胸
に
刻
ん
だ
と
こ
ろ

で
す
。

　

次
の
百
年
に
向
け
て
は
、
不
安
定
な
世

情
を
背
景
に
地
域
の
つ
な
が
り
や
連
帯
の

危
機
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
子
育
て
や
介

護
、
障
が
い
者
の
自
立
、
貧
困
や
社
会
的

孤
立
な
ど
に
加
え
、
新
た
な
福
祉
課
題
が

表
面
化
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。

　

私
た
ち
民
生

委
員
・
児
童
委

員
は
、
こ
う
し

た
様
々
な
課
題

を
抱
え
る
人
に

対
し
て
、
済
世
顧
問
制
度
を
創
設
し
た
笠

井
知
事
の
「
花
を
養
う
天
の
ご
と
く
あ
る

べ
し
」
と
い
う
高
い
理
想
を
胸
に
一
番
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
地
域
の
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
役
目
を
遂
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

固
い
決
意
の
も
と
、
岡
山
県
内
全
て
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
制
度

の
源
で
地
域
福
祉
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た

「
済
世
顧
問
制
度
」
発
祥
の
地
と
し
て
の
誇

り
を
持
っ
て
次
の
よ
う
に
宣
言
し
ま
す
。

一 

、
地
域
福
祉
の
さ
き
が
け
で
あ
る
岡
山

の
地
に
こ
れ
か
ら
も
そ
の
花
を
咲
か
せ

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
誰
も
が
住
み
や
す

さ
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
共
生
社
会
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

一 

、
民
生
委
員
信
条
と
先
人
が
志
し
た
済

世
の
心
を
胸
に
、
地
域
住
民
に
分
け
隔

て
な
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

一 

、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
生
か

し
、
幅
広
く
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

一 

、
困
難
を
抱
え
る
人
た
ち
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
た
ち
へ
、
暖

か
な
ま
な
ざ
し
を
注
ぎ
な
が
ら
、
自
立

や
介
護
、子
育
て
世
帯
を
応
援
し
ま
す
。

一 

、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
発
展

と
と
も
に
、
自
ら
も
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
で
、
支
え

合
い
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

　

大
会
宣
言
の
後
、
民
生
委
員
の
歌
「
花

咲
く
郷
土
」
の
斉
唱
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
宮
坂
流
津
山
銭
太
鼓
保
存
会
に
よ

る
宮
坂
流
津
山
銭
太
鼓
が
あ
り
、
最
後
に

記
念
講
演
と
し
て
、「
民
生
委
員
制
度
創

設
百
年
を
迎
え
て
そ
し
て
こ
れ
か
ら
」
と

題
し
、
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
の
市
川

一
弘
さ
ん
に
、

こ
れ
か
ら
求
め

ら
れ
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員

の
役
割
に
つ
い

て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。

大
会
宣
言
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一
月
八
日
、
岡
山
市
民
会
館
に
て
、

「
み
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト 

～
民
生
委
員
制

度
創
設
百
周
年
事
業
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
岡
山
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
で
、
民
生
委
員
制
度

創
設
百
周
年
事
業
の
企
画
を
検
討
し
て
い

る
際
に
、「
日
ご
ろ
か
ら
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
福

祉
施
設
や
、
関
わ
り
の
あ
る
方
々
を
招
待

し
て
、
制
度
創
設
百
周
年
を
祝
い
、
み
ん

な
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
」
と

い
う
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
声
が
あ
り
、

百
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
様
々
な
方
々

が
参
加
で
き
る
企
画
を
と
い
う
こ
と
で
、

誰
も
が
気
軽
に
た
の
し
め
る
音
楽
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
少
雨
と
い
う
あ
い
に
く
の
天
候

に
な
り
ま
し
た
が
、
福
祉
施
設
利
用
者
の

方
々
、
多
数
の
一
般
応
募
の
方
々
な
ど
、

市
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
あ
わ
せ

て
千
五
百
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

岸
本
俊
男
岡
山
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓

と
し
て
、
大
森
雅
夫
岡
山
市
長
と
内
田
通

子
岡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
に
ご
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
き
最
初
に
登
場
し
て
い
た

だ
い
た
の
は
、「
岡
山
県
立
高
松
農
業
高

校 

郷
土
芸
能
部 

最
上
太
鼓
」
の
み
な
さ

ん
。
創
部
三
十
年
で
あ
り
、
地
元
の
伝
統

行
事
の
宗
治
祭
、
最
上
稲
荷
夏
季
大
祭

等
、
年
間
十
数
回
の
演
奏
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
日
は
三
年
生
が
引
退
し
た
後

の
新
体
制
で
の
最
初
の
演
奏
に
な
り
ま
し

た
が
、
太
鼓
の
迫
力
や
一
糸
乱
れ
ぬ
演
奏

の
所
作
に
参
加
者
は
圧
倒
さ
れ
る
と
と
も

に
、
郷
土
芸
能
に
携
わ
り
な
が
ら
、
地
元

で
活
躍
す
る
高
校
生
の
姿
に
、
参
加
者
は

胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　

次
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、「
音

楽
的
道
化
師
み
ま
」
さ
ん
。
自
称
「
オ
ペ

ラ
座
の
道
化
師
」
で
あ
り
、
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
で
の
弾
き
語
り
や
類
い
ま
れ
な
る
歌

唱
力
で
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
の
劇
場
で

も
公
演
を
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

す
。
当
日
は
、
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
管
弦
楽
団
の
演
奏
と
と
も
に
、
情
熱
的

な
カ
ル
メ
ン
や
、
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
よ

り
「
誰
も
寝
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
情

緒
的
な
曲
な
ど
、
様
々
な
歌
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
参
加
者
を
巻

き
込
み
一
緒
に
演
奏
を
行
っ
た
際
に
は
、

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
が
溢
れ
、
会
場
が
温

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
コ
ン
サ
ー
ト

岡山フィルハーモニック管弦楽団の演奏（上）、音楽的道化師みま（右）

岡山県立高松農業高校　郷土芸能部
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最
後
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

「
岡
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
」

の
み
な
さ
ん
で
す
。
岡
山
に
ゆ
か
り
の
あ

る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
優
れ
た
演
奏
者
で

一
九
九
二
年
に
創
設
さ
れ
た
岡
山
初
の
プ

ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
す
。
創
設
以
来
、
著

名
な
指
揮
者
・
ソ
リ
ス
ト
を
迎
え
て
開
催

す
る
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め
、
青
少
年
の

情
操
教
育
に
資
す
る
事
業
や
子
育
て
支
援

や
地
元
演
奏
団
体
と
の
共
演
等
、
地
域
に

お
け
る
音
楽
芸
術
振
興
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
年
間
百
回
の
公
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
指
揮
に
山
上
純
司

さ
ん
を
迎
え
、
迫
力
満
点
の
「
キ
ャ
ン

デ
ィ
ー
ド
序
曲
」
に
は
じ
ま
り
、
軽
快
な

曲
調
の
管
弦
楽
曲
で
あ
る
ル
ロ
イ
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
の
「
舞
踏
会
の
美
女
」
や
、
映

画
で
有
名
な
交
響
組
曲
「
ハ
リ
ー
ポ
ッ

タ
ー
と
賢
者
の
石
」
な
ど
、
フ
ル
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
よ
る
圧
倒
的
か
つ
気
品
の
あ
る

楽
曲
の
音
色
に
、
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
音
楽
的
道
化

師
み
ま
さ
ん
が
再
登
場
し
、
映
画
「
と
な

り
の
ト
ト
ロ
」
の
「
さ
ん
ぽ
」
を
演
奏
し

て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
の
締
め
く
く

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
高
松
農
業
高
校
の
み
な
さ
ん
の
力

た
ぎ
る
太
鼓
の
演
奏
に
感
動
を
い
た
だ
き

ま
し
た
」「
音
楽
的
道
化
師
み
ま
さ
ん
に

心
か
ら
笑
わ
せ
て
も
ら
っ
た
」「
岡
フ
ィ

ル
の
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
さ
す
が
の

一
言
」
な
ど
演
奏
に
関
し
て
の
感
想
や
、

「
子
ど
も
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
が
参
加
で

き
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
と
て
も
い
い
と
思
っ

た
」「
記
念
事
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
り
、
明
日
か
ら
の
活
力
に
な
っ

た
」
な
ど
の
企
画
に
対
し
て
の
感
想
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
福
祉
施

設
の
職
員
の
方
々
や
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

お
礼
の
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
想

を
書
い
た
画
用
紙
等
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
お

り
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
仕
上
が
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
機
に
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
多
く
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
け
た
と
同
時
に
、
今
後
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
へ
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

参加していただいた
福祉施設の子どもたちから
お礼状をいただきました！
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福祉区民児協の紹介

北
区
中
央
福
祉
区

　
　
　
　
　
　
　
北
区
中
央
福
祉
区
民
児
協
　

�
会
長
　
上
平
　
智
一

　

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
六
年
、
岡
山

県
で
創
設
さ
れ
た
済
世
顧
問
制
度
に
は
じ

ま
り
、
戦
後
、
民
生
委
員
制
度
と
名
称
が

あ
ら
た
め
ら
れ
、
昨
年
の
平
成
二
十
九
年
に

百
周
年
を
迎
え
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

百
年
を
経
て
の
今
日
で
は
、
急
速
に
進

む
少
子
・
高
齢
化
や
地
域
社
会
の
変
化
の

中
に
あ
っ
て
、様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
、

深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
次
ぐ
大

規
模
災
害
の
被
災
地
に
あ
っ
て
は
、
今
も

多
く
の
人
々
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
方
々
を

支
え
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
住
民
自
ら
が
積
極
的
に
参
加

し
、
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
が
目
指
さ
れ
、
私
た
ち
に
も
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
を
百
年
に

わ
た
っ
て
連
綿
と
導
い
て
「
紡
ぎ
ゆ
く
百

年
」を
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
先
輩
諸
兄
・
諸
姉
に
応
え
る

べ
く
、先
人
が
志
し
た
済
世
の
心
を
胸
に
、

跡
を
慕
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
、
次
の
百
年
に
向
け
て
、「
地
域
・

ま
ち
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
、
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

「
見
守
り
・
支
援
体
制
の
強
化
」
に
向
け

た
福
祉
活
動
を
、
北
区
中
央
福
祉
区
民
児

協
の
委
員
で
志
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
委
員
の
有
志
が
集
ま
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
、
委
員
間
の
健

康
維
持
と
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
昨

年
は
六
月
十
五
日
に
岡
山
ド
ー
ム
に
て

十
一
回
目
を
行
い
ま
し
た
。
岡
山
市
北
区

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・
岡
山
市
保
健
所
健

康
づ
く
り
課
の
指
導
に
よ
る
「
岡
山
市
民

体
操
」
で
準
備
体
操
と
研
修
を
兼
ね
、
関

係
各
所
と
の
交
流
を
図
り
、“
絆
の
輪
”

と
し
て
連
携
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
十
七
日
に
は
、
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
北
区
中
央
福
祉
事
務
所
長
を
は

じ
め
、
管
内
十
八
地
区
の
会
長
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
参
集
の
も
と
、
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
研
修
と
し

て
、「
自
殺
予
防
に
関
す
る
内
容
」
に
関

し
て
、
講
師
に
岡
山
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
係
長
・
作
野
祐
子
氏
を
お
迎
え
し

て
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近

所
の
人
を
信
頼
で
き
な
い
高
齢
者
は
、
信

頼
で
き
る
と
い
う
高
齢
者
よ
り
も
自
殺
願

望
を
抱
く
割
合
が
二
倍
以
上
高
い
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
高
齢
者
の
自
殺
を

防
ぐ
た
め
、
市
町
村
は
住
民
と
と
も
に
声

か
け
を
強
化
す
る
な
ど
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
を
働
き
か
け
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
何
に
取
り
組

ま
せ
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
の
か
、
常
に

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、
見
守
り

役
を
通
し
て
、
地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤

独
を
な
く
す
行
動
へ
努
め
た
い
と
あ
ら
た

め
て
思
い
ま
し
た
。

　

冬
が
駆
け
足
で
近
づ
い
て
く
る
気
配
を

感
じ
た
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、
神
戸
市

の
「
阪
神
淡
路
大
震
災
人
と
防
災
未
来
セ

ン
タ
ー
」
へ
バ
ス
二
台
で
視
察
研
修
に
赴

き
、
研
鑚
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、
被
災
地
で
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
住
民
の
支
援
に
奔
走
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
強
い
使
命
感
を
も
っ
て

活
動
し
て
い
た
五
十
六
名
も
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
全
民
児
連
も
指
針
を
示
し

福
祉

区
の取り

組
み１

た
よ
う
に
、
発
生
時
に
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
で
あ
っ
て
も
自
身
の
安
全
確
保
が

ま
ず
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
に
あ
た
り
、
各
民
児
協
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
新
た
な
時

代
に
向
け
た
活
動
の
あ
り
様
を
考
え
て
い

く
う
え
で
、
今
回
の
研
修
の
場
は
大
き
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

北
区
中
央
福
祉
区
の
主
任
児
童
委
員

部
・
地
域
福
祉
推
進
部
の
委
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
活
動
及
び
研
鑚
を
深
め
、

時
代
に
さ
き
が
け
、
折
々
の
福
祉
課
題
の

解
決
に
自
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
北
区
中
央

福
祉
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
取

り
組
み
の
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。



● 7

東
区
福
祉
区

　
　
　
　
　
　
　
東
区
福
祉
区
民
児
協
　

�
会
長
　
松
井
　
義
孝

　

昨
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年

を
記
念
し
数
々
の
記
念
行
事
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
再
認
識
す

る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
・
高
齢

化
や
地
域
社
会
の
変
化
な
ど
問
題
が
多
岐

に
わ
た
り
、
山
積
し
た
課
題
の
解
消
の
た

め
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
果
た
す
役
割

が
益
々
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
区
福
祉
区
民
児
協
は
、
十
五
の
単
位

民
児
協
で
構
成
さ
れ
て
お
り
平
成
二
十
五

年
十
二
月
に
発
足
し
て
四
年
が
経
過
し
、

活
動
内
容
も
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
事
務
局
事
務
は
、
岡
山
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
お
り
非
常
に
有
難
く

助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
東
区
民
児
協
の
活
動
は
、
常
任

理
事
会
で
原
案
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
役
員
会
を
開
催
し
検
討
し
て
実
施

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
福
祉
推
進
部
、

主
任
児
童
委
員
部
の
部
会
も

そ
れ
ぞ
れ
役
員
会
を
開
催

し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に

求
め
ら
れ
る
知
識
や
技
術
を

習
得
し
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、「
高

齢
者
関
係
」
や
「
子
ど
も
関
係
」
等
の
課

題
に
つ
い
て
勉
強
す
る
全
員
研
修
会
を
開

催
し
て
お
り
、
昨
年
十
月
に
全
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
貧
困
に

つ
い
て
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
川
崎
医
療
福

祉
大
学
医
療
福
祉
学
科
講
師
直
島
克
樹
先

生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー

ネ
ッ
ト
未
来
」
理
事
長
の
宇
野
均
恵
様
に

は
活
動
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
子
ど
も
の
七
人
に
一
人
が
貧
困

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
親
の
経
済
的
困
難

さ
等
が
、子
ど
も
の
様
々
な
「
困
り
ご
と
」

と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
や
「
困
っ

た
親
」
は
「
困
っ
て
い
る
親
」
等
、
多
く

の
委
員
が
身
近
に
感
じ
て
い
な
か
っ
た

「
子
ど
も
の
貧
困
」
に
つ
い
て
の
現
状
を

知
る
こ
と
で
、
今
後
の

活
動
に
大
変
参
考
に
な

る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

地
域
福
祉
推
進
部
で

は
、
倉
敷
市
の
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ぶ
ど

う
の
家
に
視
察
研
修
に

行
き
、
地
域
の
現
状
や

意
見
を
把
握
し
、
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
さ
れ
活
動
を
し
て
い

る
事
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
各
行
政
関
係
機
関
の
役
割
と

最
近
の
課
題
に
つ
い
て
」
の
研
修
や
、「
在

宅
で
の
高
齢
者
と
民
生
委
員
の
関
わ
り
」

と
題
し
て
、
東
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
よ
り
東
区
の
現
状
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
事
例
検
討

を
行
い
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
任
児
童
委
員
部
で
は
、「
発
達
障
害

に
つ
い
て
」、「
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
」
の
学
習
会

や
、
西
大
寺
さ
い
さ
い
食
堂
（
こ
ど
も
食

堂
）
の
方
か
ら
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
区
主

任
児
童
委
員
部
と
の
合
同
視
察
研
修
で

は
、
岡
山
県
立
岡
山
瀬
戸
高
等
支
援
学
校

に
て
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
講
話

を
聞
き
、
実
際
に
見
学
を
す
る
こ
と
で
ど

の
よ
う
な
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
員
研
修
会
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が

研
修
、
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
地
域

で
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
『
支
え
あ
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域
か
ら
』を
実
践
し
、

今
後
と
も
、
各
種
関
係
機
関
及
び
全
委
員

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
き
地
域
住
民
に

と
っ
て
、
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
な
民

生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

福
祉

区
の取り

組
み２



わたしの趣味

第44号　（発　行年月日）平成30年4月1日　　（発行）岡山市民生委員児童委員協議会　　（発行人）岸本俊男

編

集

後

記

　

民
児
協
お
か
や
ま
四
十
四
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
盛
大
に
行
わ
れ
た
百
周
年

の
会
場
の
様
子
を
表
紙
に
か
か
げ
ま

し
た
。

　

内
容
は
、
百
周
年
記
念
事
業
と
し

て
開
催
し
た
記
念
大
会
と
み
ん
な
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
加
え
、
各
福
祉
区
の

取
り
組
み
を
あ
わ
せ
た
誌
面
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
の
お
役
に

た
つ
誌
面
に
な
る
よ
う
、
広
報
委
員

会
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

�

丸
尾　

嘉
博　

記

〜獅子舞〜

　
「
備
前
岡
山
獅
子
舞
太
鼓
唄
保
存
会
」
の
一
員
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
獅
子
舞
太
鼓
唄
は
、
岡
山
市
の
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
第
一
号
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

清輝地区民児協　岩藤　清衛

◆委員より◆　�「わたしの趣味」を募集します。写真・絵・工芸・俳句・川柳など自薦他薦は問いません。
　　　　　　　事務局までご連絡ください。� 事務局（福祉援護課内）☎086−803−1218
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